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あの日を忘れない―町を襲った未曾有の揺れと10年の取り組み �

屋
外
に
設
置
さ
れ
た　
　
　
　

災
害
対
策
本
部

　
熊
本
地
震
で
は
、
町
役
場
庁
舎
自
体
が

被
災
し
、
一
時
的
に
使
用
不
能
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
災
害
対
策
本
部
を
屋

外
に
設
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
異
例

の
事
態
と
な
り
、
本
部
機
能
の
維
持
に
大

き
な
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
は
、
後
の「
防
災
セ
ン
タ
ー
」整

備
に
向
け
た
重
要
な
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　庁舎被災の教訓から災害対策本部機能を備えた「防災センター」
を整備しました。防災センターは、耐震性を備えるとともに、停電
時でも72時間以上の電源確保が可能な非常用電源を備え、災害対
応の中枢となる災害対策本部には、状況把握や情報発信機能を強化
するとともに、自衛隊や他自治体からの応援部隊を受け入れるス
ペースを確保しました。また、防災備蓄倉庫はトラックバース（ト
ラックの荷台と同じ高さのプラットフォーム）も設け、支援物資の
積み込み・積み下ろしがスムーズに行えるようになっています。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
進
め

る
中
で
、
緊
急
性
の
高
い
事
業
を
具
体
化

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
町
は
、
平
成
29
年
12
月
「
菊

陽
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
地
震
後
の
10
年
間
、
町
は
更
な
る
防
災

力
の
向
上
の
た
め
、
町
役
場
を
中
心
と
し

た
防
災
拠
点
や
防
災
公
園（
広
場
）の
整
備
、

避
難
所
の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

あの日を忘れないあの日を忘れない
―町を襲った―町を襲った未未

みみ

曾曾
ぞぞ

有有
うう

の揺れと10年の取り組みの揺れと10年の取り組み

菊陽町における熊本地震の記録菊陽町における熊本地震の記録
　町では４月14日の前震で震度５強、16日の本震で震度６弱を観測しました。　町では４月14日の前震で震度５強、16日の本震で震度６弱を観測しました。
　わずか28時間の間に強い揺れが２度発生し、町内全域で甚大な被害が生じました。　わずか28時間の間に強い揺れが２度発生し、町内全域で甚大な被害が生じました。
住家被害： 全壊15棟、大規模半壊66棟、半壊605棟、一部損壊5,101棟住家被害： 全壊15棟、大規模半壊66棟、半壊605棟、一部損壊5,101棟
人的被害： 重傷者14人、さらに、避難生活などによる災害関連死として６人が亡くなりました。人的被害： 重傷者14人、さらに、避難生活などによる災害関連死として６人が亡くなりました。
避難状況： 本震直後のピーク時には、町人避難状況： 本震直後のピーク時には、町人口口の約20% にあたる最大約８千人が避難所に身を寄せました。の約20% にあたる最大約８千人が避難所に身を寄せました。

３つの拠点整備
　熊本地震での教訓を踏まえ、
◦東側に、災害対策本部機能を備えた防災拠点「防災センター」
◦中央に、避難拠点となる防災公園として、総合体育館を含む「杉並木公園」
◦西側に、指定緊急避難場所と物資受入配送の拠点を兼ねた「光の森防災広場」
の３つの拠点を整備し、町全体の防災力強化に取り組んできました。
　町の地域防災計画では、これら３つの拠点だけでなく、地域の公民館などとの連携を強化し、在宅避難者を含め、
誰もが安全・安心に避難できる基盤づくりを進めることとしています。

１１ 防災センター防災センター

広がる相互応援のネットワーク�
　大規模災害時には、町単独での対応には限界があります。この10年で、
町は他自治体や民間企業との災害時応援協定を大幅に拡充しました。
自治体間：��大阪府豊中市や鹿児島県屋久島町など、遠方の自治体とも相互応

援協定を締結し、同時被災を避けた支援体制を構築しています。
民間協力：�商業施設との物資供給協定、物流業者との輸送協定、さらにはド

ローンを活用した情報収集に関する協定など、多角的な支援体制
の確立を図っています。

　町の中心部に位置し大規模な面積を有する同公園を、各地
域における避難場所の「核」として設定しています。公園内
の総合体育館は、約850人を収容可能な町最大の避難所と
なっており、非常用電源の確保や空調、マンホールトイレの
整備や井戸水の利用（飲用不可）など避難者の生活環境に配
慮した施設となっています。また、公園内のスポーツ広場は、

航空輸送や救援物資の空輸を円滑に行うためのヘリポートとしても位置づけられています。公園内の管理棟は大規
模災害時、町民の要望によりペットと飼い主が同じ空間で避難できる「ペット同伴専用避難所」として運用します。
　また、４月11日開業のくまモンアーバンスポーツパークについても指定緊急避難場所として新たな指定を予定
しています。

２２ 杉並木公園杉並木公園

　公園内に耐震性貯水槽や井戸ポンプ、防災備蓄棟を整備し、指定
緊急避難場所として指定しています。防災備蓄棟内は、防災センター
と同様にトラックバースを整備し、支援物資の積み込み・積み下ろ
しがスムーズに行えるようになっています。

３３ 光の森防災広場光の森防災広場

輸送ルートの確保
　町周辺および町内の物資輸送
路の確保を目的とした「菊陽空
港線」の延伸など、広域的な防
災ネットワークの強化を図って
います。特に近年世界的半導体
企業の進出により国や県とも連
携しながら、過去に類を見ない
速さで道路ネットワークの整備
を進めています。 支援物資を運び出す学生ボランティア

役場前に設置された災害対策本部

古閑原での被害状況
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「
車
中
避
難
」
と
い
う
教
訓

　
熊
本
地
震
で
は
、
余
震
へ
の
恐
怖
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
か
ら
、
多
く
の
町
民

が
自
家
用
車
で
の
避
難
を
選
択
し
ま
し
た
。

震
災
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
避
難
形
態
の

５
割
以
上
が
車
中
泊
と
な
り
、
渋
滞
の
発

生
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
リ
ス

ク
と
い
っ
た
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
駐
車
場
を

活
用
し
た
屋
外
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、

車
中
泊
避
難
者
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

易
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
へ
のW

i-Fi

整
備
を
逐
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

ト
イ
レ
対
策
：
衛
生
環
境
の
悪
化
を
防
ぐ

た
め
、
光
の
森
防
災
広
場
や
各
小
・
中
学

校
な
ど
、
指
定
避
難
所
へ
災
害
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
の
拡
充
：
熊
本
地
震
時
の
最
大
避
難

者
数
８
千
人
を
基
準
に
、
３
万
２
千
食
の

食
料
備
蓄
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

液
体
ミ
ル
ク
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
、
生
活
の
質
を
高
め
る

物
資
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
避
難
所
へ
備
蓄
倉
庫
の
整
備
も
進
め
て

い
き
ま
す
。

要
配
慮
者
へ
の　
　
　
　
　
　

き
め
細
や
か
な
支
援

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
産
婦
な
ど
、

特
に
配
慮
が
必
要
な
人
々
の
た
め
に
、
指

定
避
難
所
と
は
別
に
「
福
祉
避
難
所
」
の

整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
指
定
福
祉
避

難
所
だ
け
で
な
く
民
間
の
社
会
福
祉
施
設

な
ど
と
も
協
定
を
結
び
、
専
門
的
な
ケ
ア

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
体
制
や
設
備
を
順
次

整
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
逃
げ
遅
れ
を
防
止
す
る
た
め
、

防
災
無
線
の
聴
取
が
困
難
な
75
歳
以
上
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
戸
別
受
信
機
の
貸
与

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
町
民
へ
の
対
応
と
し
て
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
多
言
語
化
や

「
や
さ
し
い
に
ほ
ん
ご
」
を
活
用
し
た
情

報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あの日を忘れない―町を襲った未曾有の揺れと10年の取り組み �

避
難
所
の
質
的
向
上
と　
　
　

支
援
物
資
の
備
蓄
強
化

　
避
難
生
活
が
長
期
化
し
て
も
、
健
康
を

維
持
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
過
ご
せ
る
環
境

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
のW

i-Fi

整
備
：
災
害
時
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
重
要
な
情
報
源
に
な
り
ま
す
。

W
i-Fi

が
あ
る
こ
と
で
、
避
難
者
が
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
象
、
避
難
に

関
す
る
情
報
、
安
否
情
報
な
ど
を
確
認
で

き
ま
す
。
ま
た
、
通
信
キ
ャ
リ
ア
の
回
線

が
混
雑
し
て
い
る
場
合
で
も
、
避
難
所
の

W
i-Fi

を
使
う
こ
と
で
情
報
取
得
が
容

災
害
関
連
死
０
を
目
指
す�

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
連
携

　
「
自
ら
の
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
る（
自

助
）」「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る（
共
助
）」、
そ
し
て
行
政
に
よ
る「
公

助
」。
こ
の
３
つ
が
効
果
的
に
噛
み
合
う
こ

と
で
、
地
域
の
防
災
力
は
最
大
化
し
ま
す
。

　
行
政
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
震
災
直

後
の
救
出
活
動
や
避
難
所
運
営
に
お
い
て
、

住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
い
か
に
重
要
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
町
で
は
、
地
域
の
防
災
活
動
を
牽
引
す

る
「
防
災
士
」
の
育
成
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

に
お
い
て
、
防
災
士
を
中
心
と
し
た
避
難

訓
練
や
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
地

域
防
災
力
の
向
上
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と　

 

―
備
え
の
再
点
検

　
10
年
の
節
目
に
、
ご
家
庭
で
の
備
え
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

食
料
・
飲
料
水
の
確
保
：
最
低
３
日
分（
推

奨
１
週
間
分
）の
備
蓄
を
。
日
頃
の
食
品

る
た
め
、
町
が
発
信
す
る
正
確
な
情
報
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
：
水
洗
ト
イ
レ
は
断

水
、
配
水
管
の
破
断
な
ど
地
震
に
対
し
て

脆
弱
で
す
。
各
家
庭
で
１
人
当
た
り
５
回
、

３
日
分
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

を
多
め
に
買
い
置
く
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」
が
有
効
で
す
。

情
報
の
入
手
： 「
き
く
よ
う
安
心
メ
ー
ル
」

や
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
登
録
、
防
災
行

政
無
線
の
聞
き
取
り
確
認
を
。
災
害
時
に

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
真
偽
不
明
の
情
報
が
拡
散
す

防
災
の
主
役
は
あ
な
た
で
す�

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
： 

災
害

時
に
「
い
つ
」「
誰
が
」「
何
を
す
る
か
」

を
家
族
で
話
し
合
い
、
行
動
計
画
や
連
絡

方
法（
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
）を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い　
　
　
　

 

「
と
も
に
輝
き　
　
　
　
　

成
長
し
続
け
る
ま
ち
」
へ

　
私
た
ち
は
10
年
前
の
苦
難
を
乗

り
越
え
、
よ
り
強
く
、
よ
り
優
し

い
町
へ
と
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
震
は
い
つ
か
ま
た
必

ず
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
10
年
の

教
訓
を
胸
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
菊
陽
町
の
未
来
を
、
共

に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

戸別受信機

福祉避難所開設訓練非常時用備蓄品（例）
災害復旧までの数日間（最低３日）を生活できるようにチェック✓□しましょう。

□　飲料水としてペットボト
ルや缶入りのミネラル
ウォーター

　　（１人１日３リットルを
目安に）

□　貯水した防災タンクなど

飲料水

□　お米（缶詰・レトルト・アルファ米も便利）
□　缶詰・レトルト食品
□　梅干し・調昧料など
□　ドライフーズ・チョコレート・
　　アメ（菓子類など）

非常食品

□　卓上コンロ
□　ガスボンベ
□　固形燃料

燃料

□　生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□　毛布・寝袋・洗面用具・
　　ドライシャンプーなど
□　調理器具（なべ・やかんなど）
□　バケツ・各種アウトドア用品など
□　携帯トイレ（１人１日５個）

その他

非常時持出品（例）

□　ラジオ
□　電池
　　（多めに用意）
□　スマートフォン

□　常備薬
□　傷薬
□　かぜ薬
□　鎮痛剤
□　胃腸薬
□　絆創膏　　□　マスク

□　現金
□　印鑑
□　健康保険証の情報が分かるもの
□　預金通帳
□　運転免許証
□　権利証書

□　懐中電灯
　　（できれば
　　１人にひとつ）
□　電池
　　（多めに用意）

□　非常用食品
□　ミネラルウォーター

□　衣類（下着・上着など）
□　生理用品
□　離乳食
□　ウェットティッシュ
□　ヘルメット
□　ラップフィルム
　　（止血や食器にかぶせて使う）
□　防災マップ
□　ライター 
□　モバイルバッテリー
□　携帯トイレ

□　タオル
□　粉ミルク
□　紙おむつ
□　カッパ

その他懐中電灯

救急医療品情報端末 貴重品

非常食品など
火を通さないで食べられるもの、
食器など

町公式ＬＩＮＥ
はこちら

Instagram
はこちら

Facebook
はこちら

やさしいにほんご




